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「
超
ニ
ッ
チ
戦
略
」掲
げ
、
課
題
解
決
に
磨
き

　

公
共
シ
ス
テ
ム
・
民
間
会

社
シ
ス
テ
ム
構
築
、
海
外
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
販
売
代
理
業
務
、

コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

の
事
業
を
グ
ル
ー
プ
５
社
で

展
開
。
２
０
１
９
年
12
月
期

決
算
で
過
去
最
高
の
売
上
高

を
２
年
連
続
で
更
新
し
た

が
、「
ベ
ス
ト
は
過
去
の
も

の
」
と
手
綱
を
緩
め
な
い
。

　

Ｉ
Ｔ
業
界
で
は
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

に
象
徴
さ
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
マ
ー
が
覇
権
争
い
に
し

の
ぎ
を
削
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
は
高
度
化
の
一
途
を

た
ど
る
。「
わ
れ
わ
れ
が
掲

げ
る
の
は
『
超
ニ
ッ
チ
戦

略
』。
扱
う
分
野
や
業
界
を

絞
り
込
み
経
験
値
を
積
み
上

げ
る
。
実
践
を
繰
り
返
し
重

ね
る
こ
と
で
顧
客
が
い
る
業

界
の
知
見
も
深
ま
る
」。
営

業
部
門
＝
外
勤
、
開
発
部
門

＝
内
勤
と
い
う
常
識
に
縛
ら

れ
ず
、「
開
発
部
門
の
社
員

も
商
談
に
同
席
し
、
現
場
の

空
気
を
肌
で
感
じ
取
り
に
行

く
」
と
い
う
の
も
特
色
だ
。

　

社
是
は
「
誠
実
に
、
和
を

守
り
、
共
に
歓
び
を
創
り
上

げ
る
」。
勤
務
時
間
が
不
規

則
と
さ
れ
る
業
界
の
常
識
に

一
石
を
投
じ
る
べ
く
、
社
員

に
寄
り
添
っ
た
人
事
制
度
の

確
立
に
も
力
を
入
れ
る
。「
時

短
や
新
給
与
体
系
の
導
入
、

教
育
制
度
拡
充
な
ど
グ
ル
ー

プ
全
体
で
磨
き
を
か
け
る
。

自
社
講
師
に
よ
る
社
員
研
修

な
ど
社
員
参
加
型
の
仕
組
み

も
取
り
入
れ
、
や
り
が
い
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」。

　

前
身
で
あ
る
江
守
商
事
グ

ル
ー
プ
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業

部
門
の
立
ち
上
げ
か
ら
数
え

て
41
年
と
、
県
内
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
業
界
で
は
老
舗
格
。

「
Ｉ
Ｔ
で
社
会
を
支
え
る
企

業
と
し
て
、
安
全
と
安
心
の

提
供
は
最
も
重
要
な
使
命
」

と
し
た
上
で
、「
期
待
感
を

い
た
だ
け
る
企
業
で
あ
り
続

け
ね
ば
な
ら
な
い
。
ご
注
文

通
り
の
納
品
で
終
わ
る
『
完

成
品
』
の
販
売
で
は
な
く
、

お
客
さ
ま
の
課
題
を
切
れ
目

な
く
解
決
す
る
と
い
う
『
未

完
成
品
』
を
扱
う
ビ
ジ
ネ
ス

に
携
わ
っ
て
い
る
」
と
社
員

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
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